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市
は
、
高
倉
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
施
設「
高
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
」

を
増
築
改
修
し
ま
し
た
。

昭
和
55
年
に
地
域
拠
点
と
し
て
整
備

し
た
高
倉
町
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
が
、

市
民
生
活
の
多
様
化
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
の
活
発
化
で
手
狭
に
な
り
、

昨
年
８
月
か
ら
増
改
築
に
着
工
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
促
進
、
生
涯
学

習
の
推
進
、
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
な

ど
、
多
様
な
市
民
要
望
に
対
応
し
た
整

備
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
工
事
に
よ
り
、講
義
室
や
和
室
、

調
理
実
習
室
、
相
談
室
等
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
多
機
能
な
会
館
利
用
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
誰
も
が
安

心
し
て
市
民
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
館
内
は
、
緊
急
通
報
装
置
を

備
え
た
多
目
的
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
、

手
す
り
、
点
字
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
と
と
も
に
、
専
用

駐
車
場
も
整
備
し
ま
し
た
。

施
設
の
概
要

▽
延
床
面
積
…
約
３
６
０
㎡

▽
主
な
部
屋
（
利
用
等
）

・
講
義
室
（
各
種
会
議
や
健
康
福
祉

活
動
等
に
利
用
）

・
教
養
室
（
小
会
議
や
生
涯
学
習
活

動
等
に
利
用
）

・
調
理
実
習
室

・
相
談
室

・
管
理
室
（
車
い
す
専
用
カ
ウ
ン
タ

ー
、
待
合
室
等
）

▽
駐
車
場
…
25
台
分
程
度

▽
総
事
業
費
…
約
８
４
８
０
万
円

今
月
号
か
ら
晴
の
国
お
か
や
ま
国
体

の
開
催
ま
で
、
シ
リ
ー
ズ
で
国
体
に
か

か
わ
る
話
題
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

「
標
準
献
立
」
と
は
、
民
泊
等
で
の

食
事
提
供
の
参
考
と
し
て
、
国
体
に
参

加
す
る
選
手
・
監
督
が
最
良
の
コ
ン
デ

ィ
シ
ョ
ン
で
活
躍
で
き
る
よ
う
栄
養
バ

ラ
ン
ス
等
に
配
慮
し
、
岡
山
県
が
作
成

し
た
食
事
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
の
内
容
は
、
岡
山
ら
し
さ

を
十
分
味
わ
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
県

内
の
特
産
品
や
郷
土
料
理
も
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
、
選
手
た
ち
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

で
き
る
よ
う
普
段
食
べ
慣
れ
た
料
理
が

中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
月
25
日
、
市
内
の
民
泊
協
力
会
等

の
調
理
担
当
者
を
中
心
と
し
た
、
標
準

献
立
の
普
及
・
指
導
を
行
う
高
梁
市
標

準
献
立
地
区
指
導
員
の
委
嘱
式
を
、
高

梁
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、
各

民
泊
協
力
会
等
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
51

人
に
、
秋
岡
市
長
が
委
嘱
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

標
準
献
立
の
セ
ッ
ト
メ
ニ
ュ
ー
の
う

ち
、
野
菜
の
巻
き
煮
な
ど
夕
食
２
例
に

つ
い
て
、
標
準
献
立
中
央
指
導
員
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
参
加
者
全
員
で
実

際
に
調
理
し
ま
し
た
。
ま
た
、
講
義
で

は
、
食
中
毒
予
防
の
た
め
に
大
切
な
食

品
衛
生
の
知
識
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
選
手

の
食
事
を
調
理
す
る
上
で
、
知
っ
て
お

き
た
い
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
基
礎
知
識

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
区
指
導
員
の
皆
さ
ん
が

中
心
と
な
り
、
各
民
泊
協
力
会
等
で
国

体
本
番
に
向
け
た
、
調
理
研
修
を
進
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
材
を

使
っ
た
ベ
ン
チ
が
、
岡
山
県
か
ら
市
へ

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
県
内
外
か
ら
国
体

に
訪
れ
る
多
く
の
来
訪
者
に
木
の
ぬ
く

も
り
と
や
す
ら
ぎ
の
場
を
提
供
し
、
県

産
材
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
岡

山
県
が「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民
税
」

を
活
用
し
て
製
作
し
た
も
の
で
す
。

今
回
贈
呈
さ
れ
た
ベ
ン
チ
は
、
競
技

会
場
で
あ
る
市
民
体
育
館
や
神
原
ス
ポ

ー
ツ
公
園
、な
り
わ
運
動
公
園
の
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
芸
術
行
事
を
行
う
吉
備
川
上

ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館
に
設
置
し
ま

す
。
ま
た
、
国
体
開
催
期
間
中
に
は
、

各
競
技
の
練
習
会
場
へ
の
設
置
も
予
定

し
て
い
ま
す
。
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シリーズ 

研修で調理した主菜メニューのレシピ  

※標準献立レシピ集は、「晴れの国おかやま国体・輝いて！おかやま大会」  

のホームページ（ http://www.pref.okayama.jp/kokutai/index.html ）でも  

紹介されています。  

野菜の巻き煮 （１人前  346Kcal） 

１人分  ４人分  
材   料  

純使用量（ｇ）  純使用量（ｇ）  目安量  

さつまいも  

にんじん  

さやいんげん  

油揚げ  

豚肉ロース薄切り  

薄力粉  

油  

 だし汁  

砂糖    

みりん  

しょうゆ  

なす  

ピーマン  

かぼちゃ  

油  

しょ うが  

４５   

１５   

２０   

２０   

４０   

２   

２   

２５   

３   

８   

８   

３０   

２０   

２０   

６   

１   

１８０   

６０   

８０   

８０   

１６０   

８   

８   

１００   

１２   

３２   

３２   

１２０   

８０   

８０   

２４   

４   

中１本  

中１ /３本  

９０ｇ  

１･１ /３枚  
２０ｇ×８枚  

大さじ１  

小さじ２  

１ /２カップ  

大さじ１･１ /３  

大さじ１･２ /３  

大さじ１･２ /３  

中２本  

中３個  

９０ｇ  

大さじ２  

５ｇ  

①さつまいも、にんじんは豚肉の幅に合わせて拍子木切りにし、かために  

ゆでる。  

②さやいんげんは色よくゆで、①の長さに切る。  

③油揚げは横に開き、さらに縦半分に切り、熱湯をかけて油抜きする。  

④①、②を豚肉と油揚げで各々巻き、つまようじで止める。  

⑤薄力粉を軽くふって、油で炒める。  

⑥鍋にＡを入れて温め、⑤を煮る。  

⑦なす、ピーマン、かぼちゃは薄切りにして素揚げにする。  

⑧しょうがは針しょうがにする。  

⑨⑥、⑦を皿に盛り、針しょうがを上にのせる。  

Ａ  

特
別
な
事
情
で
障
害
基
礎
年
金
等
を

受
給
で
き
な
か
っ
た
、
一
定
の
障
害
者

の
人
を
対
象
と
し
た
福
祉
制
度
「
特
別

障
害
給
付
金
制
度
」
が
新
た
に
創
設
さ

れ
ま
す
。

給
付
金
の
対
象
と
な
る
人

次
の
（1）
ま
た
は
（2）
に
該
当
し
、
国

民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た

期
間
内
に
初
診
日
が
あ
り
、
現
在
、
障

害
基
礎
年
金
１
級
、
ま
た
は
２
級
相
当

の
障
害
に
該
当
す
る
人

（1）
平
成
３
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生

（2）
昭
和
61
年
３
月
以
前
の
国
民
年
金

任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
被
用
者
（
厚

生
年
金
、
共
済
組
合
等
の
加
入
者
）
の

配
偶
者

給
付
金
の
支
給
額
と
支
給
月

▽
１
級
の
人
…
月
額
５
万
円

▽
２
級
の
人
…
月
額
４
万
円

原
則
と
し
て
、
年
６
回
（
偶
数
月
）
支

給
さ
れ
ま
す
。

※
支
給
額
は
、
毎
年
度
見
直
し
が
あ

り
ま
す
（
自
動
物
価
ス
ラ
イ
ド
）。

※
所
得
に
よ
っ
て
支
給
が
制
限
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
老
齢
年
金
等
の
支
給
を
受
け
て
い

る
場
合
は
、
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

請
求
受
付
窓
口

４
月
１
日
か
ら
、
市
民
課
年
金
係
、

各
地
域
局
住
民
福
祉
課
・
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
で
行
い
ま
す
。

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
こ
と

（1）
給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
を
受
け

付
け
た
月
の
翌
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す

（
４
月
に
請
求
す
る
と
５
月
分
か
ら
支

給
額
を
計
算
し
ま
す
）。

請
求
が
遅
れ
た
場
合
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
の
支
給
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
５

月
分
か
ら
受
け
取
る
た
め
に
は
、
４
月

中
に
請
求
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

障
害
認
定
に
必
要
な
書
類
が
す
べ
て

そ
ろ
わ
な
い
場
合
で
も
、
４
月
中
に
請

求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（2）
障
害
認
定
事
務
は
、
過
去
の
状
況

等
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
、
非
常
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

支
給
が
決
定
す
れ
ば
、
請
求
書
の
受

付
月
の
翌
月
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給

額
を
計
算
し
ま
す
。

Y
岡
山
社
会
保
険
事
務
局
高
梁
事
務
所

（
4
@2
２
２
８
５
）、ま
た
は
市
民
課
年

金
係
（
4
@1
０
２
５
３
）
ま
で


